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日本の最南端・沖縄は、高温多湿そして台風が常に襲う苛酷な気候条件下にあり、そこ

にある民家は、当然それに対して住み手のさまざまな工夫や叡知を集め、そこに潜ませな

がら生き続けている。特に強風に対してはかなりの工夫がいる。風速40m以上をまともに

受けたら、どんな家もひとたまりもない。そこでまず、肉厚の葉のびっしりと茂ったこの

地方特有の「福木」で屋敷の周囲を取り囲み、強風を減衰させる。屋敷林が切れているの

は、出入口のある南側中央部のみである。そこには、風や視線を避けるように、一枚の壁

が敷地境界から少し入った位置に象徴的に建っている。主屋の屋根は、さまざまな方向か

ら吹く風を受け流すかのように、棟長の小さい、より正方形に近い形を成している。瓦下

には厚く土を敷き瓦の重さとともに屋根に重量をもたせ、赤瓦は漆喰でしっかりと留め、

風による吹き上げに対処している。

それでも足りずに大地を掘り、敷地ごとそっくり沈めてしまった相が、那覇から東シナ

海を50kmほど西にいった「渡名喜島」である。屋根がアイ・レベルにくる家もあり、敷地

の下がり方がわかる。屋敷林の切れ間からのぞく真っ白な屋根は、青空を背景に眼を射る

ばかりに輝いている。その白い屋根が連続するさまは、形は違うがエーゲ海のミコノス島

を連想させ、ことのほか美しい。濃い緑の屋敷林に挟まれた砂の細道は、格子状に村をは

しり、同じような線の谷を連続させる。外からくるものにとっては、まるでラビリンス

（迷路）だ。しかし、森に迷い込んだようなそんな浮遊間隔がたまらない。

沖縄県では、先の第二次世界大戦によって、多くの町や村が消失した。今日、復興し、

新しい都市へと発展したところも多いが、米軍施設として接収され、帰ることのできない

人も多い。そうした集落の一つに、旧小汚集落がある。小汚の人たちは、戦後まもなく浦

添市宮城に移住し、現在の小汚を建設した。海に面した砂丘の上に暮らしていた人々にと

って、山の上の村づくりは想像以上に困難で、血のにじむような努力によって今日を得た

といわれる。

宮城に移住した小汚の人たちは、現在でもかつての小汚の名称を守り、集落を前後に分

割し、前島、後島とよんでいる。しかし、実際の地名は宮城である。小汚の名は、現在の



沖縄の地図にはない。この失われた海辺の集落・小湾への望郷は増すばかりである。

1990年4月から旧小汚集落に住んでいた人たちが中心になって、「失われた小湾の姿を

記録として後世に伝えよう」という活動が始まった。この活動に法政大学沖縄文化研究所

が協力することになった。戦前戦中の生存者を中心とした聞き取りによる総合的な調査

（社会・経済・言語・文学・民俗・建築等）である。建築班は、聞き取りによって民家や

集落を復原記録することにある。記憶をどこまで正確に写し取れるのか、その方法はある

のか。多くの問題はあるが、取り組むことにした。

著者・永瀬　克己
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Ⅰ　大地にもぐり込んだ村
一沖縄・渡名喜島の集落と民家の空問構成に関する研究－




